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上でみた渡利地区の保育園に関する記事 62 の例のように，「3・11 後」の記事では標榜された科
学性が裏づけとなる事実の提示を欠いていたり，事実の提示が一方的であることがままあった。
記事 75 では，2013 年 7 月の福島競馬場での放射線量について「空間放射線量は毎時〇・一六マ
イクロシーベルト。国の除染目標よりかなり低い」としているが，Days Japan 同年 4 月号（文
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しょうか」（記事 82）と述べ，記事 58 の夫婦も「なぜ，川内原発は再稼働するのですか」と記
者に逆質問する。「3・11 後」はこうした伏線をとおして，記事が心理的に誘導する「帰還」と
荒井　文雄


































ACTA HUMANISTICA ET SCIENTIFICA HUMANITIES SERIES No. 50







































































ACTA HUMANISTICA ET SCIENTIFICA HUMANITIES SERIES No. 50



































































ACTA HUMANISTICA ET SCIENTIFICA HUMANITIES SERIES No. 50

















































時に 18 歳以下だった 37 万人を対象に甲状腺検査を実施していたが，2012 年 9 月に最初の甲状
腺がんの事例がみつかって以来，2014 年 8 月の時点では，がんとその疑いの事例は 103 人にま
で達した（記事 89）。この検査に対しては，検査の方法，検査結果の検討手順や解釈，当事者へ
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2． 本紙特報部に JCJ 大賞　被ばく線量問題など追及。2012.07.12
3． 日隅一雄賞特別賞に本紙「こちら特報部」　揺るがぬ原発報道を評価。2013.06.13
4． 「報道の自由推進」　本紙に最優秀出版賞　外国特派員協会が創設。2015.05.08
5． 帰還困難区域　国道 6 号　車制限解除　3 年半ぶりに全線開通。2014.09.15
6． こちら特報部　国道6号　車内の最大線量6マイクロシーベルト（上）　開放されてもバリケード,　（下）　
便利になるが　人はいない　「子や孫は通らせたくないな」　住民。2014.09.18
7． 井上能行のふくしま便り　国道 6 号　全面通行再開　浜通り　人の流れ再び。2014.09.30
8． 原発避難者　移住急増　除染不安　生活再建余儀なく　本紙調査　福島県内・首都圏など 3789 件。
2015.01.20
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9． 福島の笑顔届け　地元戻った女性　動画で魅力発信　「多くの訪問　復興につながる」。2015.01.19













22． 原発事故教訓　語らぬ首相　東北開催なのに言及 1 回。2015.03.15







28． 被災者置き去り「支援法」　意見 4900 件　聞いただけ　基本方針閣議決定　「県境で線引き残念」。
2013.10.12






31． 年 1 ミリシーベルトの毎時換算値甘く？　除染目標　後退の動き　楢葉町議「ごまかし」と批判。
2014.06.23






























42． 東北復興日記（90）　NPO 法人 JKSK 結結プロジェクト事務局相川ふみさん　自分を追い詰めないで。
2014.05.09
43． 東北復興日記（124）　一ノ蔵マーケティング室長・山田好恵さん　「小高で生きる」情熱　感銘。2015.01.23











52． 井上能行のふくしま便り　安達太良山　山開きに 8000 人　山小屋の線量，毎日公表。2013.05.28
53． 紡ぐ　2013　　南相馬の現実語り合う　「ダイアログ」　都内初開催。2013.03.29
54． 南相馬・小高区復興の一助に　養蚕プロジェクト始動　主婦ら NPO　手織り商品化目指す。2014.06.26
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71． （福島民報）「28 年 4 月解除」表明　南相馬市の避難指示解除準備，居住制限区域。2013.12.26
72． こちら特報部　福島・南相馬の「復興」（上）　除染特需　偏る「恩恵」　若者・子育て世代帰還鈍く，
（下）　戻らぬ町の「かたち」　商店街，人通りなし「商圏壊れた」。2015.02.23　








81． 東北復興日記（81）NPO 法人 JKSK 結結プロジェクト事務局長　薗田綾子さん　絵を描きながら癒す。
2014.03.07
82． 東北復興日記（100）JKSK 会長木全ミツさん　原発周辺の「今」をこの目で。2014.07.18
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Symbolic violence in media discourse on recovery
from the Fukushima nuclear power plant accident
Fumio ARAI
Abstract
Several years after the severe accident at the TEPCO “Fukushima Daiichi” nuclear power plant, the 
victims of the accident are being urged to return to their radiation contaminated hometown by the gov-
ernment which, still adhering to the nuclear energy policy, has hastened to “reconstruct” the evacuated 
areas. Based on the concept of “symbolic violence” elaborated by French sociologist Pierre Bourdieu, we 
analyzed the newspaper discourses promoting resettlement and reconstruction and show that the covert 
psychological process they employ has the characteristics and the effect of “symbolic violence”.
Keywords:  nuclear power plant accident, newspaper reporting, critical discourse analysis, symbolic violence, 
media literacy

